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尿路感染症 に対す るAT-2266の 臨床 的検 討

植田省吾 ・江藤耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任:江藤耕作教授)

本剤を急性単純性尿道炎1例,慢 性複雑性尿路感染症16例 の計17例 に使用し,以下の結果を得た。

1)急 性尿道炎では有効。慢性複雑性尿路感染症では,著 効5例(31.3%),有 効5例(31.3%),

無効6例(37.5%)で,有 効率は62.5%で あ った。

2)慢 性複雑性尿路感染症における細菌学的効果では,21株 中13株(61.9%)が 除菌された。

3)副 作用では,本 剤によるものは認めなかった。

AT-2266は大 日本製薬(株)で 開発 された ビリ ドンカルボ ン酸

系経口抗菌剤で,そ の構造式を下図に示す。

本剤は,グラム陽性菌,緑 膿菌,セ ラチアを含むグラム陰性

菌,ブドウ糖非発酵菌,マ イコプラズマなどに抗菌作用を示し,

そのグラム陰性菌に対する抗菌作用はGentamicinよ り強くし

かも殺菌的に作用するといわれている1)。

今回,われわれは本剤の尿路感染症に対する有用性と副作用

について検討したので,そ の成績を報告する。

I.　対象,投 与方法および結果

1.　臨床的検討

当科入院,および外来患者の うちで,尿路感染症を有す

る17例に使用した。 その内訳は,急 性単純性尿道炎1

例,および,慢性複雑性尿路感染症16例 であった(Table

1,2)。年齢は20歳か ら85歳に分布 し(平 均60 .1歳),性

別では男性14例,女 性3例 と圧倒的に男性に多かった。

対象疾患は,急 性細菌性尿道炎1例,慢 性複雑性腎盂

腎炎6例,慢 性複雑性膀胱炎10例 であった。基礎疾患で

は,腎結石4例,腎 腫瘍1例 ,腎 盂尿管移行部 狭窄1

例,尿管腫瘍1例,沖 胞性膀胱炎1例,放 射線性膀胱炎

1例,膀胱腫瘍4例 ,前 立腺結石1例,前 立腺肥大症2

例であった。

投薬方法は急性尿道炎の1例 には1日600mgを8時

間毎に3回に分け,慢 性複雑性尿路感染に対 しては,10

例に1日400mgを12時 間毎に2回 に分け
,6例 に1日

600mgを8時 間毎に3回 に分けて
,経 口的に5日 間連

続 して投与した。

2.　 臨床効果判定基準

臨床効果判定はUTI研 究会による薬効評価基準(第

2版)お よび補遺に準 じて行った2,3)。

3.　 臨床成績

1)急 性単純性尿道炎

本症は1例 であるが,症 状は軽快,膿 尿は改善,細 菌

尿は消失 し,有 効であった。

2)慢 性複雑性尿路感染症

総合臨床効果はTable 3に 示すごとくで,著 効5例

(31.3%),有 効5例(31.3%),無 効6例(37.5%)で

あ り,全 体で62.5%の 有効率であった。

細菌尿は6例(37.5%)が 陰性化,3例(18.8%)が

減少,2例(12.5%)が 菌交代,5例(31.3%)が 不変

であ り,膿 尿は6例(37.5%)が 正常化,1例(6.3%)

が改善,9例(56.3%)が 不変であった。

疾患病態群別では,Table 4に 示 すごとくで,各 群の

有効率は第1群50%,第3群100%,第4群50%,第5

群0%,第6群100%で,単 独菌感染症では63,6%,複

数菌感染症では60.0%の 有効率であった。

細菌学的効果では,T3ble 5に 示すごとく,P.aeru-

ginosaの4株,S.marcescendの3株,E.cloacaeの1

株が存続したが,他 はすべて除菌され,除 菌率は61.9%

であ った。

投与後出現菌ではTable 6に 示すごとく,S.marces-

censの1株,P.aeruginosaの1株,グ ラム陽性球菌が

3株 であった。

主治医判定では,著 効5例,有 効4例,や や有効1例,

無効6例 で,有 効率は56.3%で あった。

4.　 副作用

自他覚的には,本 剤によると思われる副作用はみられ

ず,投 与前後の臨床検査値の変動はTable 7に 示すごと
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Table 3 Overall clinical efficacy of AT- 2266 in complicated UTI 5 days treatment

Table 4 Overall clinical efficacy of AT- 2266 classified by type of infection

くである。

症例3に おいてアルカリフォスファターゼが9.0Uか

ら12.3Uと 上昇したが,2週 間後の検査でも,18.8Uと

さらに上昇した。これ らの変化は前立腺癌の骨転移によ

るものであ り,本 剤とは無関係と思われた。また症例6

において,汎 血球減少症がみられたが,本 剤使用前に,

原疾患に対する化学療法として,MMC,5-FUが 使用

され,汎 血球減少傾向は,本 剤投与前 よりみ られてお り,

本剤 とは無関係と思われた。

II.　考 察

本剤はピリドンカルボン酸系抗菌剤で,そ の抗菌作用

は,同 系統の薬剤の中でも最も強い部類に属するといわ

れている。

今回,わ れわれは本剤を尿路感染症に使用し,急性尿

道炎の1例 は有効,慢 性複雑性尿路感染症の16例では,

著効5例,有 効5例,無 効6例 で有効率は62.5%の 成績

を得た。

これは,全 国集計の総合有効率の68.1%に はやや劣る
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Table 5 Bacteriological response to AT- 2266 in complicated UTI

* regardless of bacterial count

ものの,ほぼ同等の成績であった1)。投与量では1日400

mg分2投 与群と1日600mg分3投 与群では,400mg

投与群70%,600mg投 与群50%と 差がみ られたが,症 例

の数も少なく,有 意差とは言えない。

細菌学的効果では,除 菌率61.9%と,全 国集計の除菌

率88.2%と比較すると劣る成績であった。これは,特 に,

S.marcescensお よびP.aeruginosaが すべて存続 した

ことが影響したものと考えられた。 本来,本 剤はGen-

tamicinと同様に 広い抗菌 スペ クトラムを有し,特 に

Pseudomonas spに 対 して強い抗菌力を有 し,ま た,Se-

rrata spを 含むグラム陰性桿菌にも強い抗菌力を示す

といわれている4)。 全国集計でも尿路感染症領域 では

S.marcescens 51.3%,P.aeruginosa 70.7%の 除菌率

で,強い抗菌力を有する成績であったが,今 回のわれわ

れの治験では,グ ラム陽性菌およびS.marcescens,P.

aeruginosaを 除 くグラム陰性桿菌には強い抗菌力が示

唆された。しかしながらS.marcescens,P.aeruginosa

においては,本 剤の抗菌力を示す結果には至 らなかった。

しかし 今回の治験において,各 症例を検討すると難

治性尿路感染症が多くを占めてお り,ま た,本 剤による

副作用もみられず,62 .5%の 総合有効率を得たことは,

本剤の有用性と安全性を示す結果であると考える。

(実施期間:昭 和57年4月 ～昭和57年11月)
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CLINICAL STUDIES ON AT- 2266 IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION

SHOGO UEDA and KOSAKU ETOH

Department of Urology, Kurume University, School of Medicine (Director: Prof. Kosaku Etoh)

AT- 2266 was administered in 17 patients, 1 with acute simple urethritis and 16 patients with chronic com-

plicated UTI The results of the trial were as follows;
1) Clinically in a case with acute simple urethritis, AT- 2266 was evaluated to be moderate, in 16 cases with

chronic complicated UTI. AT- 2266 was evaluated to be excellent in 5 cases (31.3%), moderate in 5 cases (31.3%)
and poor in 6 cases (37.5%). The efficacy rate was 62.5%.

2) In bacteriological study of chronic complicated UTI, out of 21 strains, 13 strains (61.9%)were eradicated.
3) No side effects were observed in any of the 17 patients.


